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第４　審査の結果

　　　　平成２３年度定額の資金を運用するための基金の運用状況調書、現金の当年度末現在高

　　　及び指定金融機関の預金残高を符合した結果、その計数については、適正であり、全ての

　　　基金について目的に沿って運用されていることを認めた。

第２　審査の期間

　　　　平成２４年　８月　１日から　８月１０日まで

定額の資金を運用するための基金の運用状況審査意見書

第１　審査の対象

　　　　定額の資金を運用するための基金の運用状況調書

　　　かなどについて、関係諸帳簿を照合して審査を実施した。

第３　審査の手続

　　　　審査に付された定額の資金を運用するための基金の運用状況について審査した。

    　　別表の３つの基金について、設置目的に沿って適正に運用されたか、計数は正確である
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（単位：円）

増 減

(25頭) (3頭) (6頭) (22頭)

16,205,600 2,154,181 4,495,988 13,863,793

現 金 11,018,082 4,498,099 2,154,181 13,362,000

計 27,223,682 6,652,280 6,650,169 27,225,793

土 地 0 0 0 0

現 金 383,243,052 2,656,271 285,899,323 100,000,000

計 383,243,052 2,656,271 285,899,323 100,000,000

貸 付 金 909,000 6,136,000 6,956,000 89,000

現 金 6,591,000 6,956,000 6,136,000 7,411,000

計 7,500,000 13,092,000 13,092,000 7,500,000

　285,899,323円取り崩しており、決算年度末現在高は、100,000,000円と大幅に減少している｡

  　土地については、異動はない。

　　当年度の基金の運用は、貸付金が6,136,000円で、返済額が過年度分を含め6,956,000円で、

　24年度への貸付繰越は89,000円である。

　決算年度末における現金の差引残高は、7,411,000円である。

（３）嬉野市高額療養費資金貸付基金

　　当年度の基金の現金については、預金利子の収入で2,656,271円増加しているが、

土地開発基金

高額療養費
資金貸付基金

　　当年度の基金の運用について、前年度決算年度末より肉牛が３頭の増加により、決算年度末

　現在高は22頭で27,225,793円である。

  　現金は、６頭分の償還金収入が4,498,099円で、決算年度末現在高は13,362,000円である｡

（１）嬉野市肉用繁殖牛導入事業基金

　　肉牛の決算期中の増減については、３頭の導入に対し６頭の償還完了により前年度より

　2,341,807円減少している。

肉 牛

決算年度末現在高
決算期中の増減高

基  金  名

肉用繁殖牛
導入事業基金

別表　　　定額の資金を運用するための基金の運用状況

区   分 前年度末現在高

（２）嬉野市土地開発基金
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